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今日から師走で大変忙しい時期になって来ました。

忘年会シーズンでもありお酒を飲む機会が大変多

くなっています。雑誌によりますとビールの売り上げ

が大分減っているそうです。同好会の忘年会の様

子を見てもビールは最初の一杯ぐらいで、いろんな

酒を飲まれていました。

ガソリン消費量も3%～3.5%ぐらい2007年頃から落

ちて来ています。団塊の世代が多数定年を迎えた

時で、人口の1割以上が団塊の世代に含まれます。

まだ10年20年は団塊の世代が元気に日本を引

張っていくと思っていますが、ロータリークラブも団

塊の世代の比率が高く10年20年先はどうなっていく

か分かりません。そういう意味でも拡大に努めなけ

れば維持が出来ないと思います。

メーキャップ
西村君（12/3米子RC） 小土井君（12/4青少年
交換派遣学生選考会） 西上君（12/5次期クラ
ブR財団委員長研修会）
今週のお祝い
出席100％祝 ：27年高林和夫君 22年野坂美仁
君 15年西村正男君

スマイルＢＯＸ 17,000円 （434,500円）
出席100％祝：野坂（美）君、西村君 結婚記念
祝：西村君、池淵君 夫人誕生祝：横山君 ゴル
フコンペ優勝しました：井上（賢）君

幹事報告
１．「ロータリーの友」特集テーマ：識字率向上に

関する活動、 読書率向上の創意工夫につ
いて寄稿依頼

２．奄美大島洪水被害義援金 かご廻し
３．12/11第29回鳥取県インターアクト指導者講

習会（伯耆しあわせの郷）
４．12/22第10回中海再生プロジェクト総会の案内
５．例会の変更について

松江RC12/15（水）夜間例会 ビジター受付有
鳥取 12/16（木） 〃 〃
松江東 12/16（木） 〃 〃
米子中央 12/16（木） 〃 〃
鳥取西 12/17（金） 〃 〃
米子 12/17（金）例会変更 〃

●創立／1968年4月24日 ●事務所／米子市西福原1-1-55 ホテルサンルート米子 ℡(0859)32‐5531
●例会日／水曜日12:30～13:30 ●例会場／ホテルサンルート米子市西福原1-1-55 ℡(0859)33-0911
●会長／井上賢明 ●幹事／岩崎 浩 ●会報／荒川圭三

会長挨拶

出席報告
会員数78名 出席数 51名 欠席数 22名
出席免除会員 5名（荒川(雄)君、村上君、松本（正）君、
妹尾君、高林君）
出席率 70.67 ％
補正出席率前回 11/24 73.33％ 11/17 77.03％
欠席者
芦立君、足立（日）君、荒川（圭）君、藤尾君、長谷川君、
秦野（愛）君、秦野（一）君、林君、井上（雄）君、岩崎
（稔）君、木下君、北沢君、小谷（隆）君、松本（啓）君、
永島（正）君、森本君、坂口君、鷲見君、高橋君、丹藤
君、内田君、安井君

ビジター

守山康仁君（米子南RC）

一部批判もあるようです。それは心外なことで、

意図が伝わっていないのかなという気もします。

ぜひ皆で協力して拡大に向かっていきたいと

思っております。よろしくお願いします。

なりふり構わず会員増強やっていると他クラブで



≪プログラム≫

今後の行事予定

12月19日 ガバナー・エレクト壮行会 1月 5日 休会

（倉吉シティ・ホテル） 1月1９日 クラブ協議会

12月22日 クリスマス家族例会（夜間例会） ２月２０日 中学生作文コンテスト表彰式

「山陰は神話の舞台」
ホテルアジェンダ代表取締役 多羅尾 整治氏

12月29日 休会

5年前に大山のスキー場の再建で仕事をさせていただきました。当時夏には7ヶ月間収入

がない状態で、この期間に観光客に来て頂きたいという事で大山を調べました。植物学的・
動物学的には全国に比べて特筆する山ではないという結論でした。お寺は比叡山の末寺で
大山中興の祖と言われる豪円和尚のお話は面白いんですが、1人ではちょっと力が足りま
せん。そして神社はどうかとお聞きしたところ日本が始まったところだそうです。「ジンギシヨ
ウ」という神社の戸籍謄本のような書物に大山が紹介されおり、頂上でオオクニヌシがセセ
リヒメ、スクナヒコナその他の重臣を連れて日本で最初の国見をしたということです。霊峰と
いう名前が最初についたのも大山です。
古事記を読むと山陰地方には古事記の舞台となる場所が今でもあることが分かりました。

古事記によると宇宙の始まりは混沌としており、突然ヒトリガミという神様が現れます。最後
に現れるのがイザナミとイザナギで、天上界から降りて来ます。海を掻き回して落ちた雫か
ら日本が出来て陸地に降りて来ました。これを国見というんですが、次にカミウミを始めます。
ありとあらゆる神を産みます。最後に火の神を産むときにホトを焼かれて死んだとあります。
死んだ場所は分かりませんが伯耆と出雲の国境のヒバサンに埋めたとあります。学会で認
められているのは広島県の比婆山ですが、伯耆と出雲の国境を調べると島根県伯太町に
比婆山があり、ここには神社とお墓らしきものもあります。イザナミが埋められているという
話も地元にはあります。
それから、南部町の母塚山（はつかやま）にもイザナミの墓があり、松江市の神納峠（かん

なとうげ）にも明治に宮内庁がイザナミの墓である可能性があると立ち入り禁止にした場所
があります。日南町の御墓山の天辺がイザナミの墓という話もあります。どれが本物か分か
りませんけれど是非行かれて、これなんじゃないかと思われたらそれでいいと思います。
（中略）
こういったことが観光資源として使えるかをお考えいただきたいんですが、鳥取県と島根

県の昨年の宿泊を伴う観光収入は475億と653億円です。収容人員に対する稼働率が37.6
と40.6％で全国平均の45.2％までいくと96億と74億の増収になります。一人一泊した場合
の消費額は現地で2万8千円。国内の宿泊を伴う観光旅行者3億4千万人が交通費込みで5
万2千円、日帰りで1万2千円。日帰りで現地に落とすお金はせいぜい5・6千円なので宿泊

を伴う観光客を取るべきだと思います。因みに島根県を訪れた観光客は鳥取県にほとんど
来ませんが、島根・岡山を訪れた人の2～3％が鳥取県にも泊ると宿泊売り上げは876億に

なります。神話で観光客が引っぱれないか考えて頂ければと思います。


